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創造性教育の研究について

-研究の目的:

創造性の手法(創造技法)を普段の授業で、用いることで，子J:."もたちの創造性がどのように

変容するかを明らかにする

-研究の対象:


千葉県松戸市内の小学校 5年生 2クラス


-研究の方法・計画: 

5年 A組(実験群) 5年 B組(統制群)

①創造性テストの実施 (2013年 1月) ①創造性テストの実施 (2013年 1月)

②授業における創造技法の活用 

e.g.陪|いの生成法(発散技法)


創造性を伸ばすほめ言葉


③創造性テストの実施 (2013年 3月) ②創造性テストの実施 (2013年 1月)

④看IJJ;J性の教育 

e.g.創造性作丈，

⑤倉IJ造性テストの文会施 (2013年 6月) ③創造性テストの実施 (2013年 6月)

※上記の創造性テストの比較を考察し，学会発表，論文の投稿を行う。 

• 
-本研究の新規性:

本研究の新規性は以下の 2点である。

①半年という中期的な視点で小学生の創造性の変容を考察している点

百九会②普段の授業において創造技法を取り入れている点


